
 

 

 

 

 

 

子供たちの生きる力を育む関わり～自ら考え判断し行動できるように～ 

校 長  能 登 敬 久  

  「やっと秋が」と思ったのも束の間で、雪虫の到来とともに苫小牧でも初雪を迎えました。皆様い

かがお過ごしでしょうか。11 月に入って半年の成果と課題を受け止め、保護者や地域の皆様に授業参観

や研究会等を通して生徒の成長の姿を広く公開しています。何かお気づきの点等がございましたら、直

接の声としてお知らせいただければと存じます。 

 さて、高校説明会や進路説明会も終わり、本格的に進路実現を目指し 

て、子供たちの自立に向けた環境づくりや周囲の大人の関わり方がより 

大切になってくる時期となりました。毎年、この時期に保護者の皆様に 

伝えていることは、「自分の進路は子供自身で決められるように支援し 

ていく」ということです。この「自己決定」の機会は、「自分の人生に 

責任をもつ」ということに身をもって体験できる人生の貴重な機会でもあるからです。 

どのような時代になったとしても、大人になって自分の力で生きていくためには、自分に降りかかっ

てくる理不尽な課題や難題をいかにして解決していくかが求められます。そのためは、この発達段階に

そのような状況を乗り越えるための力を育むことができる大人の関わり方が大切になると私は考えて

います。たとえば以下のようなことです。 

１ 大人が常に先回りし過ぎずに失敗する経験も必要ととらえてやらせてみる。 

２ 子どものためと一方的に押しつけずに子どもの声にしっかり耳を傾ける。 

３ ダメ出しや否定する言葉より今できている事実に焦点を当てた声かけをする。 

４ 指示をする際や制限を与える際には理由や背景をわかるように伝える。 

５ 自分一人の力でやりきるだけではなく誰かに頼ることも身をもって示す。 

６ 大人の不機嫌や不満を子どもに表出しないよう大人の問題として解決する。 

 同じ中学生でも一人一人の特性や能力は違いますので、関わり方の比重や支援の仕方は多種多様です。

もちろん私たち大人も人間ですので、感情が先走って気持ちをぶつけてしまったり、良かれと思って知

らず知らずのうちに先回りをしてしまったりと、子どもの成長を阻害してしまうこともしばしばありま

す。私自身のこれまでも今も、反省の毎日です。 

しかし、子供たちだけではなく、私たち大人も失敗を重ねながら、成長を

続けていくことがより大切です。絶えず自身の振り返りを謙虚に行い、失敗

したと思った時は、誠実に思いを伝え直したりして、お互いが成長していく

ことがより良い未来や明るい人生を歩むことに繋がっていくのだろうと思

います。 

お子様のことで少しでも悩みや心配なことがございましたら、一緒に考えて解決に寄せていけるよう

に努めてまいりますので、その際は遠慮せずにご連絡ください。今年も残り一ヶ月となりました。 
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進路説明会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第55回北海道中学校アイスホッケー大会 

胆振地区予選大会 

第３位   合同Ｂ 5-4 合同Ａ、合同Ｂ 6-8 合同 A 

合同Ｂ  4-6 合同Ｃ、合同Ｂ 3-7 合同Ｃ 

（合同Ｂ：開成・ウトナイ・啓北・沼ノ端・緑陵） 

全道大会(12/21～23 釧路市)出場 

第13回東胆振中学校新人バドミントン大会 男子シングルス優勝 （    ） 

第44回NHK杯争奪胆振中学校バドミントン大会 男子シングルス第３位 （    ） 

第39回中学校バスケットボール新人大会 

苫小牧地区予選会 

第３位 １ 回 戦 開成・啓北  74-47 白翔・白老 

準 決 勝 開成・啓北  55-60 青翔 

三位決定戦 開成・啓北  50-26  ウトナイ 

南北海道大会(12/26～28千歳市、江別市、北広島市)出場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生インターンシップ 
１０月２４日（木）から２日間にわたって、本校を卒業した高校生４名のインターンシップを受け入

れ、授業参観、給食・清掃指 

導の体験、校長講話などの活 

動を通して、教員の仕事を体 

験しました。  

２(月) 三者懇談（全学年、～６日） 

１２(木) ２年デートＤＶ防止教室 

１７(火) 全学年スマホ・ネット安全教室 

１９(木)  ３年薬の授業、生活アンケート 

２０(金) 通知表配付 

２３(月) 大掃除 

２４(火) 終業式 

２５(水) 冬季休業（～１月１３日） 

学習会（～２７日） 

２９(日) 学校閉庁日（～１月４日） 

公開研究会を開催しました 
本校は、今年度苫小牧市の実践研究指定を受け、「思考・創造・表現」型 

の授業づくりに向けた研究に取り組んできたところですが、１１月１９日 

（火）に、近隣市町の教員を交え、公開研究会を開催し、２学年の社会（森 

山教諭）、３学年の英語（西村教諭）の公開授業を実施しました。また、授 

業後の研究協議では、指導方法や評価の在り方について協議しました。 

令和６年度後期がスタートしました 
１０月２９日（火）に認証式を実施し、能登校長より後期の生徒会役員、学級役員に認証状が手

渡され、今年度の後期がスタートしました。 

また、１１月７日（木）には、(    )新生徒会長ほか５名の生徒会 

執行部と能登校長との意見交流会を実施しました。交流会では、これ 

からの生徒会活動を充実させ、よりよい学校づくりを進めるため、理 

想とする学校像、これをやったら良いというアイデア、なくした方が 

よいと思う取組などについて意見交換し、今後１年間の生徒会活動の 

ビジョンについて意見を交わしました。 

２学年大学見学学習 
１１月２１日（木）、北洋大学の見学学習を実施し、 

これからの進路選択や将来設計に向け、４年制大学 

について学びました。 

北洋大学では、構内の見学や日本語教師による模 

擬授業の体験などをしました。 

また、大学の食堂で昼食をと 

り、キャンパスライフも体験 

しました。 

３学年保育実習 
１１月１１日（月）、マーガレット幼稚園のご協力をいただき、３学年の

保育実習を実施しました。生徒は、事前におもちゃを作成して持参し、園児

との触れ合いを通して幼児に対する理解を深め、家族の役割や家庭生活につ

いて学ぶとともに、幼稚園教育・保育の仕事を体験させていただきました。 


